
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
り
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
を
指
定
す
る
件

四
二
四

○
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
申
請
が
あ
っ
た
件

四
二
四

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

四
二
五

○
土
地
収
用
法
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
件

四
二
五

公

告

○
福
島
県
情
報
公
開
条
例
に
よ
り
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
件

四
二
六

○
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
保
有
個
人
情
報
の
開
示
等
の
運
用
状
況
を

公
表
す
る
件

四
二
八

○
土
地
改
良
区
連
合
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

四
三
一

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
の
基
準
日
を
定
め
た
件

四
三
一

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
河
口
付
近
は
え
な
わ
漁
業
に
つ
い
て
指
示
す
る
件

四
三
一

告

示

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
七
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
す
る
区
域

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
羽
太
字
鍛
冶
屋
畑
十
番
及
び
三
十
七
番
二
の
各
一
部
で
次
の
図
に
示
す
区

域

二

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又

は
土
壌
含
有
量
基
準
（
同
条
第
二
項
の
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
（
土
壌
汚
染
対
策
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
種
類

１

土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

な
し

２

土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
総
室
水
・
大
気
環
境
課

及
び
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
水
・
大
気
環
境
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
八
号

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
申
請
が
あ
っ
た
件
（
令
和
二
年
福
島
県
告
示
第
四
百
八
号
）
の
許
可

の
申
請
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。
な
お
、
そ
の
申
請
書
及
び
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
二
項
で
準
用
す

る
第
八
条
第
三
項
の
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
一
月
間
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

山
田

耕

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
二
丁
目
二
百
二
十
四
番
地
一

二

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
南
田
原
井
字
大
和
久
百
六
十
九
番
二
ほ
か

三

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場

四

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類

焼
却
灰
、
ば
い
じ
ん
、
不
燃
物
残
渣

五

申
請
年
月
日

令
和
元
年
八
月
十
六
日

六

縦
覧
場
所

１

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
課

福
島
県
郡
山
市
麓
山
一
丁
目
一
番
一
号

２

小
野
町
町
民
生
活
課

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
り
九
十
二
番
地

３

田
村
市
滝
根
行
政
局
市
民
係

───────────────────────────────────────────────────────────
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福
島
県
田
村
市
滝
根
町
神
俣
字
関
場
百
十
八
番
地

４

三
春
町
住
民
課

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
一
番
地
の
二

５

い
わ
き
市
役
所
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー

福
島
県
い
わ
き
市
平
字
梅
本
二
十
一
番
地

６

い
わ
き
市
川
前
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
川
前
町
川
前
字
五
林
六
番
地

７

い
わ
き
市
小
川
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
小
川
町
高
萩
字
下
川
原
十
五
番
地
の
六

８

い
わ
き
市
三
和
支
所

福
島
県
い
わ
き
市
三
和
町
下
市
萱
字
竹
ノ
内
百
十
四
番
地
の
一

９

田
村
広
域
行
政
組
合
環
境
課

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下
荒
井
百
七
十
六
番
地
一

田
村
広
域
行
政
組
合
会
館

（
一
般
廃
棄
物
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

十
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
商

業
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

鹿
島
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

福
島
県
い
わ
き
市
鹿
島
町
米
田
字
日
渡
五
番
地
ほ
か
一
二
一
筆

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

起
業
者
の
名
称

福
島
市

二

事
業
の
種
類

清
水
支
所
整
備
事
業

三

収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
起
業
地

収
用
の
部
分

福
島
県
福
島
市
泉
字
大
仏
及
び
字
扇
田
地
内

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

清
水
支
所
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
掲
げ

る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
庁
舎
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
は
、
「
福
島
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
本
件
事
業
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
た
め
、
事
業
遂
行
の
意
思
と
能
力
が
あ
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

㈠

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

福
島
市
清
水
支
所
は
、
老
朽
化
に
よ
る
防
災
面
の
課
題
や
、
施
設
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
等
に
よ
っ

て
十
分
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
施
設
に
関
す
る
課
題
が
解
消
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
う
え
、
災
害
時
に
お
け
る
地
元
住
民
の
緊
急
避
難
施
設
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と

認
め
ら
れ
る
。

㈡

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
計
画
地
及
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
希
少
野
生
動
植
物
に
つ
い
て
、
起
業
者
が
令
和

二
年
五
月
に
福
島
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
希
少
生
物
の
生
息
に
つ

い
て
起
業
地
は
該
当
無
い
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
計
画
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
福
島
市
文
化
振
興
課
か

ら
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
は
存
し
な
い
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
確
認
の
限
り
で
は
認
め
ら
れ

な
い
。

㈢

事
業
計
画
の
合
理
性

起
業
者
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
「
福
島
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
、
令
和
元
年
に
当
該
計
画
に
基
づ
く
「
福
島
市
行
政
系
施
設
個
別
計

画
」
を
策
定
し
た
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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本
件
事
業
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
に
お
け
る
起
業
地
の
選
定
は
、
事
業
に
必
要
な
面
積
が
確
保
さ
れ
、
交
通

の
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
用
地
取
得
及
び
造
成
工
事
の
費
用
が
低
減
で
き
る
な
ど
の
観
点

か
ら
、
三
箇
所
の
候
補
地
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
申
請
案
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
起
業
地
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
す
る
と
、

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
し
、
事
業
計
画
は
合
理
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
法
第
二
十
条
第

三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
要
件
へ
の
適
合
性

㈠

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

清
水
支
所
庁
舎
は
、
建
設
後
四
十
五
年
が
経
過
し
、
建
物
、
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
く
進
ん

で
い
る
。

ま
た
、
起
業
者
に
対
し
、
清
水
地
区
自
治
振
興
協
議
会
及
び
清
水
地
区
改
築
検
討
委
員
会
か

ら
本
件
事
業
の
早
急
な
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
起
業
地
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
た
め
、
収
用
又
は
使
用

の
別
を
収
用
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

福
島
市
財
務
部
管
財
課
管
理
係

（
土
木
総
務
課
用
地
室
）

公

告

公
告
第
百
九
十
八
号

福
島
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
号

以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
三
十

。
。

四
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る

。
令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

１
公
文
書
の
開
示
請
求
の
状
況

⑴
受
付
窓
口
別
の
内
訳

（単
位

件

）

区
分

請
求

件
数

県
政
情
報
セ
ン
タ

5,057
ー

県
政
情
報
コ

ナ
7,821

ー
ー

出
先

機
関

窓
口

1,185

警
察
情
報
セ
ン
タ

42
ー

合
計

14,105

注
１

「請
求

」と
は

条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
開
示
の
請
求
を
い
う

（以
下
同

、
じ

。

）

。

２

「県
政
情
報
セ
ン
タ

」と
は

県
庁
西
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う

ー
、

。
３

「県
政
情
報
コ

ナ

」と
は

県
中

県
南

会
津

南
会
津

相
双
及
び
い
わ
き
の

ー
ー

、
、

、
、

、
各
地
方
振
興
局
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う

。

４

「出
先
機
関
窓
口

」と
は

伊
達

二
本
松

三
春

棚
倉
及
び
喜
多
方
の
各
合
同
庁
舎

、
、

、
、

内
に
所
在
す
る
各
出
先
機
関
並
び
に
単
独
の
出
先
機
関
並
び
に
公
立
大
学
法
人
の
窓
口
を
い

う

。

５

「警
察
情
報
セ
ン
タ

」と
は

福
島
県
警
察
情
報
セ
ン
タ

に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い

ー
、

ー
う

。

⑵
実
施
機
関
別
の
内
訳

（単
位

件

）

実
施

機
関

の
区

分
請

求
件

数

総
務

部
376

知
危

機
管

理
部

132

企
画

調
整

部
242

生
活

環
境

部
68
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保

健
福

祉
部

2,498

商
工

労
働

部
268

農
林

水
産

部
534

土
木

部
4,676

出
納

局
8

事
企

業
局

13

小
計

8,815

教
育

委
員

会
5,042

公
安

委
員

会
0

警
察

本
部

長
42

選
挙

管
理

委
員

会
68

監
査

委
員

0

人
事

委
員

会
0

労
働

委
員

会
0

収
用

委
員

会
0

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

0

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

0

病
院

事
業

管
理

者
13

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

119

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学

6

合
計

14,105

２
公
文
書
の
開
示
の
決
定
等
の
状
況

⑴
決
定
等
の
状
況

（単
位

件

）

決
定

等
区

分
件

数

開
全

部
開

示
7,841

一
部

開
示

4,748

示
小

計
12,589

不
開

示
1,172

う
ち
公
文
書
の
不
存
在

1,134

請
求

の
取

下
げ

344

却
下

0

合
計

14,105

⑵
不
開
示
理
由
の
内
訳

（単
位

件

）

条
例
第
７
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
区
分

一
部
開
示

不
開
示

合
計

条
例
第
７
条
第
１
号

（法
令
秘
情
報

）又
は
旧
条

0
0

0
例
第
６
条
第
１
号

条
例
第
７
条
第
２
号

（個
人
情
報

）又
は
旧
条
例

2,805
2

2,807
第
６
条
第
２
号

条
例
第
７
条
第
３
号

（事
業
情
報

）又
は
旧
条
例

3,678
14

3,692
第
６
条
第
３
号



令和３年10月15日 金曜日 福 島 県 報 第238号428

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
条
例
第
７
条
第
４
号

（犯
罪
捜
査
等
情
報

）又
は

13
1

14
旧
条
例
第
６
条
第
４
号

旧
条
例
第
６
条
第
５
号

（国
地
方
公
共
団
体
等

0
0

0

、
関
係
情
報

）
条
例
第
７
条
第
５
号

（審
議
検
討
等
情
報

）又
46

3
49

、
は
旧
条
例
第
６
条
第
６
号

条
例
第
７
条
第
６
号

（事
業
執
行
過
程
情
報

）又
313

19
332

は
旧
条
例
第
６
条
第
７
号

旧
条
例
第
６
条
第
８
号

（合
議
制
機
関
等
関
係
情

0
0

0
報

）

合
計

6,855
39

6,894

注
１

事
案
に
よ
り
複
数
の
不
開
示
理
由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
た
め

合
計
数
は
一
部
開
示

、
及
び
不
開
示

（公
文
書
の
不
存
在
を
除
く

。

）の
決
定
件
数
の
合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が

あ
る

。

２
条
例
第
７
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
旧
条
例
第
６
条
各
号
は
、

条
例
附
則
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
前
の
福
島
県
情
報
公
開
条

例

（平
成
２
年
福
島
県
条
例
第
41号

）第
６
条
各
号
を
示
す

。

３
審
査
請
求
の
状
況

行
政
不
服
審
査
法

（平
成
26年
法
律
第
68号

）に
基
づ
く
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
状
況
等
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る

。

⑴
件
数

（単
位

件
）

審
査

請
求

裁
決

取
下
げ
審
理
中

前
年
度
か
ら
の
当
該
年
度
中
に

一
部

却
下
棄
却
認
容

小
計

繰
越
件
数
あ
っ
た
新
規
件
数

認
容

6
3

0
3

0
1

4
0

5

⑵
件
名
等

審
査
請
求
の

件
名

裁
決
等
の
区
分

提
起
年
月
日

「平
成
23年
度
以
降
に
実
施
さ
れ
た
福
島
県
医
大
及

、
平
成
30年
８
月
30日

び
環
境
省
の
合
同
会
議
に
か
か
る
文
書

」の
不
開
示
決
棄

却
定
に
対
す
る
審
査
請
求

「郡
山
警
察
署
留
置
施
設
の
食
事
提
供
に
関
す
る
入
札

平
成
31年
１
月
30日

記
録
等
の
文
書

」の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
一
部
認
容

求

「共
同
墓
地
に
関
す
る
共
有
者
の
相
続
関
係
説
明
図

」

令
和
元
年
11月

27日
審

理
中

の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

「特
定
事
件
に
関
す
る
書
類
全
て

」の
一
部
開
示
決
定

令
和
２
年
２
月
10日

棄
却

に
対
す
る
審
査
請
求

「特
定
事
件
に
関
す
る
書
類
全
て

」の
一
部
開
示
決
定

令
和
２
年
２
月
10日

棄
却

に
対
す
る
審
査
請
求

「甲
状
腺
二
次
検
査
の
受
診
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

令
和
２
年
３
月
24日

ア
ン
ケ
ト
調
査

」の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査

審
理

中
ー

請
求「福
島
県
災
害
対
策
本
部
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

・非
常
勤
職
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
の
発
議
書

」及
び

「兼
業

令
和
３
年
１
月
19日

審
理

中
依
頼

・許
可
申
請
書
及
び
同
発
議
書

」の
一
部
開
示
決

定
に
対
す
る
審
査
請
求

「特
定
事
件
に
お
け
る
口
頭
弁
論
の
復
命
書

」の
一
部

令
和
３
年
１
月
22日

審
理

中
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

「特
定
事
件
に
お
け
る
口
頭
弁
論
の
復
命
書

」の
一
部

令
和
３
年
１
月
22日

審
理

中
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

（
文
書
法
務
課
）

公
告
第
百
九
十
九
号

福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
六
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。)



令和３年10月15日 金曜日 福 島 県 報 第238号 429

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
保
有
個
人
情
報
の
開
示
等
の
運

用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

１
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
状
況

⑴
受
付
窓
口
別
の
内
訳

（単
位

件

）

文
書
に
よ
る

口
頭
に
よ
る

区
分

訂
正
請
求

合
計

開
示
請
求

開
示
請
求

県
政
情
報
セ
ン
タ

249
1,00

5

0
1,254

ー

県
政
情
報
コ

ナ
36

0
0

36
ー

ー

出
先
機
関
窓
口

162
11,220

0
11,382

警
察
情
報
セ
ン
タ

170
0

1
171

ー

合
計

617
12,225

1
12,843

注
１

文
書
に
よ
る
開
示
請
求

と
は

条
例
第
14条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報

「
」

、
に
対
す
る
請
求
書
に
よ
る
開
示
請
求
を
い
う

（以
下
同
じ

。

）

。

２

「口
頭
に
よ
る
開
示
請
求

」と
は

条
例
第
17条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
行

、
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
保
有
個
人
情
報
に
対
す
る
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
い
う

（以
下
同
じ

。

）

。

３

「県
政
情
報
セ
ン
タ

」と
は

県
庁
西
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う

。

ー
、

４

「県
政
情
報
コ

ナ

」と
は

県
中

県
南

会
津

南
会
津

相
双
及
び
い
わ
き
の

ー
ー

、
、

、
、

、
各
地
方
振
興
局
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う

。

５

「出
先
機
関
窓
口

」と
は

伊
達

二
本
松

三
春

棚
倉
及
び
喜
多
方
の
各
合
同
庁
舎

、
、

、
、

内
に
所
在
す
る
各
出
先
機
関
並
び
に
単
独
の
出
先
機
関
並
び
に
公
立
大
学
法
人
の
窓
口
を
い

う

。

６

「警
察
情
報
セ
ン
タ

」と
は

福
島
県
警
察
情
報
セ
ン
タ

に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い

ー
、

ー
う

。

７
本
庁
担
当
課
に
よ
る
受
付
は

「県
政
情
報
セ
ン
タ

」の
区
分
に
含
め
る

。

、
ー

※
条
例
第
21条

の
４
第
１
項
の
利
用
停
止
請
求
及
び
条
例
第
24条

の
苦
情
の
申
出
に
つ
い
て

の
実
績
は
な
か
っ
た

。

⑵
実
施
機
関
別
の
内
訳

（単
位

件

）

文
書
に
よ
る

口
頭
に
よ
る

実
施
機
関
の
区
分

訂
正
請
求

合
計

開
示
請
求

開
示
請
求

総
務

部

0

61

0

61

危
機
管
理
部

0
0

0
0

企
画
調
整
部

16
0

0
16

知
生
活
環
境
部

0
1

0
1

保
健
福
祉
部

82
34

0
116

商
工
労
働
部

8
5

0
13

農
林
水
産
部

0
0

0
0

土
木

部
23

0
0

23
事

出
納

局
0

0
0

0

企
業

局
0

0
0

0

小
計

129
101

0
230

議
会

0
0

0
0

教
育
委
員
会

153
11,764

0
11,917

公
安
委
員
会

1
0

0
1

警
察
本
部
長

169
0

1
170

選
挙
管
理
委
員
会

0
0

0
0

監
査

委
員

0
0

0
0



令和３年10月15日 金曜日 福 島 県 報 第238号430

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
人
事
委
員
会

10
197

0
207

労
働
委
員
会

0
0

0
0

収
用
委
員
会

0
0

0
0

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

0
0

0
0

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

0
0

0
0

病
院
事
業
管
理
者

8
0

0
8

公
立
大
学
法
人

147
11

0
158

福
島
県
立
医
科
大
学

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学

0
152

0
152

合
計

617
12,225

1
12,843

２
文
書
に
よ
る
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
等
の
状
況

⑴
決
定
等
の
状
況

（単
位

件

）

決
定

等
区

分
件

数

開
全

部
開

示
246

一
部

開
示

302

示
小

計
548

不
開

示
64

う
ち
公
文
書
の
不
存
在

63

取
下

げ
2

却
下

3

合
計

617

⑵
不
開
示
理
由
の
内
訳

（単
位

件

）

条
例
第
12条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
の
区
分

一
部
開
示

不
開
示

合
計

第
１
号

（法
令
秘
情
報

）

1
0

1

第
２
号

（本
人
不
利
益
情
報

）

7
1

8

第
３
号

（開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る
情

214
0

214
報

）

第
４
号

（法
人
等
の
事
業
に
関
す
る
情
報

）

34
0

34

第
５
号

（個
人
の
評
価
等
事
務
に
関
す
る
情
報

）

1
0

1

第
６
号

（犯
罪
捜
査
等
情
報

）

9
0

9

第
７
号

（審
査
検
討
及
び
協
議
に
関
す
る
情
報

）

1
0

1
、

第
８
号

（事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報

）

60
0

60

合
計

327
1

328

注
事
案
に
よ
り
複
数
の
不
開
示
理
由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
た
め

合
計
数
は
一
部
開
示
及

、
び
不
開
示

（公
文
書
の
不
存
在
を
除
く

。

）の
決
定
件
数
の
合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る

。

３
訂
正
請
求
に
対
す
る
決
定
等
の
状
況

（単
位

件

）

訂
正

一
部
訂
正

不
訂

正
取

下
げ

却
下

合
計

0
0

1
0

0
1

４
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
等
の
状
況

行
政
不
服
審
査
法

（平
成
26年
法
律
第
68号

）に
基
づ
く
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
等
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る

。

⑴
件
数

（単
位

件

）
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審

査
請

求
裁

決

前
年
度
か
ら
の
当
該
年
度
中
に

一
部

取
下
げ
審
理
中

却
下
棄
却
認
容

小
計

繰
越
件
数
あ
っ
た
新
規
件
数

認
容

1
5

1
2

0
0

3
0

3

⑵
件
名
等

審
査
請
求
の

件
名

裁
決
等
の
区
分

提
起
年
月
日

令
和
元
年
６
月
３
日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
開
示

令
和
元
年
７
月
16日

棄
却

請
求
の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

令
和
２
年
３
月
10日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
開
示

令
和
２
年
４
月
８
日

棄
却

請
求
の
却
下
に
対
す
る
審
査
請
求

令
和
２
年
６
月
４
日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
開
示

令
和
２
年
６
月
22日

審
理

中
請
求
の
却
下
に
対
す
る
審
査
請
求

令
和
２
年
８
月
24日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
訂
正

令
和
２
年
８
月
26日

審
理

中
請
求
の
不
訂
正
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

令
和
２
年
10月

26日付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
開
示

令
和
２
年
11月

22日
却

下
請
求
の
不
開
示
決
定
等
に
対
す
る
審
査
請
求

令
和
２
年
12月
８
日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報
開
示

令
和
２
年
12月

20日
審

理
中

請
求
の
不
開
示
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求

５
苦
情
相
談
の
処
理
の
状
況

事
業
者
が
行
う
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
相
談
の
実
績
は
な
か
っ
た

。（
文
書
法
務
課
）

公
告
第
二
百
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
区
連
合
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

会
津
南
部
土
地
改
良
区
連
合

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

佐
藤

美
代
志

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
堂
畑
字
二
本
柳
甲
二
三
五
番
地

同

白
井

康
友

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
一
ノ
堰
字
村
西
八
番
地

同

成
田

幸
意

同

市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
若
宮
一
番
地

監
事

佐
瀬

宗
司

同

市
神
指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
八
四
番
地

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
号

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
執
行
予
定
の
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
公
職
選
挙
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
選
挙

時
登
録
の
基
準
日
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

選
挙
時
登
録
の
基
準
日

令
和
三
年
十
月
十
八
日
（
年
齢
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
）

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

今

野

智

光

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
福
島
県
規
則
第
六
十
八
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
一
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日
ま
で
の

間
は
、
は
え
な
わ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。


